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ここではK700™の主な機能と、安全にお使いいただくため
の重要な情報を記載しています。K700™をご利用になる前
に必ずお読みください。

第１章
はじめに

郵便料金計器Ｋ７００™について 1-2
IntelliLink™について 1-3
製品の仕様 1-4
マシンの設定 1-5
安全にお使いいただくために 1-5
電話回線に関する安全上の注意 1-7
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郵便料金計器Ｋ７００™について
デジタル式郵便料金計器K700™（以下「マシン」といいます）には、以下の特長
があります。

●コンパクトな省スペース設計
●Energy Star®準拠の設計により、コストを削減するとともに環境を保護
●システムの状態や操作内容を見やすく画面に表示
●オートデート（自動日付更新）機能
●簡単なボタン操作で選べる広告
●内蔵モデムを使い残額を簡単に補充（アナログ電話回線が必要）
●インクジェットプリントによる鮮明な印影
●郵便物を計量する電子スケール
●郵便種別と重量から郵便料金を自動算出
●受け取った郵便物や重要書類に日時を印刷
●部門集計機能により郵便経費を部門別に集計
●パスワードにより不正使用を防止
●処理した郵便物の記録を印刷
●USBポート（将来的な機能）
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IntelliLink™について
このマシンは、IntelliLink™システムを利用していろいろな情報を直接ダウン
ロードできます。IntelliLink™テクノロジーを利用して、以下のことができます。

内蔵モデムを利用した残額補充
マシンをアナログ電話回線に接続することにより、ピツニーボウズCMRSデータ
センターを通じて残額を自動的に補充できます。

最新の郵便料金表のダウンロード
郵便料金の改定があった場合、必要に応じて最新の郵便料金表をダウンロードで
きます（オプション）。

追加機能のダウンロード
広告やその他の拡張機能をダウンロードできます（オプション）。

マシンを常に最新の状態に保つ
ソフトウェアのダウンロード機能により、マシンのオペレーティングシステムを常に
最新の状態に保ちます。
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製品の仕様
【本体】
基本モデルサイズ：高さ213mm×幅351mm×奥行き264mm
電子スケール装着時のサイズ：高さ231mm×幅351mm×奥行き264mm
重量：3.6kg（電子スケールなし）、4.0kg（電子スケール装着時）
電源仕様：100V、50/60Hz、1.0A
通信ポート：USBポート1個、シリアルポート1個
動作温度：14℃から35℃
液晶ディスプレイ：2行×20文字
処理スピード：最高18通／分
　実際の処理スピードは、郵便物の種類、広告の有無などによって変わります。
印刷の解像度：300×300dpi
最大印刷領域：23mm×110mm
インクカートリッジの寿命：マシンの使用頻度、広告印刷の有無、環境条件など

によって異なります。おおよそ800～1,400通（約4～6か月）使用できます。
プリントラベル：シートタイプ4面ラベル
広告：最大１５個
部門集計機能：最大10部門
電子スケール秤量：1.0kg
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マシンの設定
最高印字金額：￥99,999
リセットタイプ：モデムリセット方式

郵便物の仕様（図を参照してください）
最小サイズ：127mm×89mm
厚さ（最小）：0.18mm
厚さ（最大）：8.0mm

重要　処理する郵便物が、この仕様に合っていることを確認して
ください。

安全にお使いいただくために
マシンを安全にお使いいただくために、次の注意をお守りください。

●インクカートリッジやプリントラベル等の消耗品は弊社が指定した純正品を使
用してください。

●エアゾールダスターの使用にはご注意ください。不適切に保管または使用した
り、可燃性のものを使用すると爆発する危険性もあり、けがやマシン損傷の原
因になります。可燃性エアゾールダスターは使用しないでください。また、エア
ゾールダスターを使用する場合は、ラベルに記載されている使用上の注意を
守ってください。

●マシンを使用する前に注意事項を最後までお読みください。この取扱説明書は
必要なときにいつでも参照できるように保管してください。

●電源ケーブルは、必ず本製品に付属しているケーブルを使用し、マシンの近くに
あるアース付きコンセントに接続してください。接続が不適切な場合、けがや火
災の原因になることがあります。

127mm

89mm 最小サイズ
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●このマシンには電源スイッチがありません。電源を切るにはコンセントから電源
コードを抜きます。電源ケーブルがコンセントに差し込んであるときは常に電源
が入っていますが、スリープモードの設定により一定時間マシンを使用しないと
省電力モードになります。

●電源コンセントは、スイッチ式コンセントや他の装置と併用するコンセントを使
用しないでください。

●アダプタプラグや延長コードを使用しないでください。
●アース用ピンは電源コードから取り外さないでください。
●コンセントの周囲には物を置かないでください。
●電源コードは、先端の尖った机やオフィス家具には触れないようにしてくださ

い。また机などの間に通したり、上に重い物を乗せないでください。
●火災や感電などの恐れがありますので、操作パネルの蓋を開けたり、基盤を分

解したりしないでください。マシン内部には触れると危険な部品も入っていま
す。マシンを落としたり傷つけたりした場合は、弊社または販売店にご連絡くだ
さい。

●指、長髪、貴金属類、袖口が広い上着などは、装置の駆動部分に近づけないでく
ださい。

●動作中は駆動部に手を触れないでください。紙詰まりを直すときは、マシンが完
全に停止するまで待ってください。

●メーリングマシン本来の目的だけに使用してください。
●職場における業務上の安全対策と衛生管理基準に従ってください。
●火のついたロウソク、タバコなどの火気はマシンに近づけないでください。
●マシン内部が熱くなる恐れがあるため、通気孔は塞がないでください。

いつも安全にご利用いただくために、保守契約へのご加入をお
勧めします。
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電話回線に関する安全上の注意
このマシンはアナログ電話回線に直接接続します。本製品を安全にご使用いただ
き、火災、感電や怪我などを未然に防ぐために、次の基本的な注意をお守りくだ
さい。

●雷が発生しているときは、電話回線を接続しないでください。
●雷が発生しているときは、マシンから電話回線を外してください。
●感電の恐れがあるため、雷が発生しているときは電話回線に接続した電話やマ

シンを使用しないでください。
●付近でガス漏れが発生している場合は、電話回線に接続した電話やマシンを使

用しないでください。
●湿気の多い場所、水気のある場所やその近くではマシンを使用しないでくださ

い。
●保護されていない電話回線や端末には、電話回線をネットワークから切断する

まで手を触れないでください。

必ず製品付属の電話線をご使用ください。　　　　　　　　
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ここでは、各部の名称と機能について説明しています。

第２章
各部の名称と機能

各部の名称：前面 2-2
各部の名称：操作パネル 2-3
各部の名称：背面 2-5
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各部の名称：前面

1 操作パネル：テキスト（数字とアルファベット）入力と各種設定に使用します。

2 LEDランプ：インクが少なくなるとオレンジ色に点灯し、インクがなくなると
点滅します。

3 電子スケール：郵便物を計量します。電子スケールをマシンに接続する時は
マシン上部の所定位置に乗せ、ケーブルをマシンのシリアルポートに接続して
ください。別売の延長ケーブルを使うと、マシンから離して使用できます。

4 トップカバー：インクカートリッジやプリントヘッドを交換するとき開けます。
詳細については「第7章 インクのメンテナンス」を参照してください。

5 メールデッキ：印影を印字する際に封筒やはがき、プリントラベルを手前か
ら奥に差し込みます。

2

4

5

3
1
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各部の名称：操作パネル

1 液晶ディスプレイ：オペレーションの状態を示します。設定や操作はすべて
この画面に表示されます。

2【ロック】キー：ロック機能を設定した場合にマシンの不正使用を防止しま
す。マシンを起動するには４桁のパスワードを入力します。

3【種別】キー：種別を選択すると、その種別に応じた郵便料金を算出します。

4【使用累計/残額】キー：マシンの残額や使用累計額などを確認したり、残額
を補充する時に使用します。詳細については、「第５章 残額補充とデータセン
ターへの接続」を参照してください。

5【メニュー】キー：各種設定オプションを選択します。詳細については、「第６
章 マシンの設定」を参照してください。

1

2

3

4

5

6

8

9

7
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6【クリア/戻る】キー：入力した文字/数字を削除します。また、前の画面やメ
ニューに戻る時に使います。

7 英数字キー：数字やアルファベットを入力します。部門名や郵便料金などの
情報を入力するときに使います。詳細については「付録Ａ テキストの入力方
法」を参照してください。

8【上へ/下へ】キー：画面をスクロールしてメニューを選択したり、現在の設
定を参照します。

9【はい/エンター】キーと【いいえ】キー：操作を確認するとき、「はい」（実行す
る）または「いいえ」（実行しない）で指示します。【はい/エンター】キーは郵便
料金や部門名などを入力する際にはエンターキーとして使用します。
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各部の名称：背面

1 モジュラージャック：アナログ電話回線を接続します（ＦＡＸ回線を推奨）。
アナログ電話回線に接続したあと【使用累計/残額】キーを押して、画面の指
示に従うだけで残額を補充できます。詳細については、「第５章 残額補充と
データセンターへの接続」を参照してください。

2 シリアルポート：電子スケールを接続して郵便物を計量します。

3 USBポート：将来的な機能です。

4 コンセント：製品付属の専用ＡＣケーブルを接続します。

5 インクトレイ：廃液タンクです。詳細については、「第７章 インクのメンテナン
ス」を参照してください。

6 インクトレイレバー：インクトレイを取り外すときに使います。

1

4

3

6

2

5
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ここでは、郵便物に印影をプリントする時の基本操作につい
て説明しています。

第３章
郵便物の処理

郵便物を処理する前に 3-2
郵便料金の算出 3-3
印影の印字 3-4

郵便料金を直接入力する 3-4
電子スケールを使用する 3-5
重量表示延長モード 3-6
重量を手入力する 3-6
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郵便物を処理する前に
マシンで郵便物を処理する前に、次の準備ができていることを確認してください。

●電子スケールが本体に接続されていることを確認してください。接続されている
時は、ディスプレイの右上に重さ（スケールに何も乗せていない時は０ｇ）が表
示されています。

●コンセント（100V）が適切に接続されていることを確認してください。「第１章 
はじめに」に記載されている安全上の注意を必ず守ってください。

●残額が十分に残っているか確認してください。残額を表示するには、【使用累計
/残額】キーを押します（メイン画面に戻るには【クリア/戻る】キーを押します）。

●インクが少なくなっている、または大量の郵便物を処理する場合は予備のイン
クカートリッジがあるか確認してください。インクカートリッジの注文方法につ
いては「第１１章 消耗品とオプション」を参照してください。

●厚手の郵便物や小包はマシンで直接印字できないため、プリントラベル（別売）
を使用します。プリントラベルについては「第１１章 消耗品とオプション」を参照
してください。プリントラベルは通常の郵便物と同じようにマシンで印字し、郵
便物や小包に貼付してください。
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郵便料金の算出
郵便物の料金は、日本郵政公社の規則に基づいて次の項目によって決まります。
電子スケールを使用すると、郵便物の重量や種別に基づいて郵便料金が自動的
に算出され、処理が簡単になります。

●郵便物の種別
●重量
●特殊取扱の有無

郵便料金を手動で計算する場合は、最寄りの郵便局で最新の
郵便料金表を入手してください。
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印影の印字
印影の印字方法について説明します。なお日付は自動的に更新され、工場出荷時
の初期設定では、午前０時になると日付を自動的に更新します。

郵便料金を直接入力する
郵便料金が分かっている場合は、料金を手動で入力できます。

1 テンキー（英数字キー）を使って郵便料金を入力し【はい/エンター】キーを押
します。

2 郵便物をメールデッキの奥まで差し込みます。郵便物がメールデッキに入ら
ない場合は、プリントラベルに印字します。印影の印字が完了すると、郵便物
を取り出すようにメッセージが表示されます。

Lock 

Class 

Funds 

Menu 

*#_ 

GHI 

PQRS 

Back 

ABC 

JKL 
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電子スケールを使用する
電子スケールを使用する場合にこの方法を使います。１．２．の手順を逆にしても
料金は算出されます。

1 郵便物を電子スケールに乗せると、郵便物の重量が画面に表示されます。

2【種別】キーを押し、次に【上へ/下へ】キーを使って種別を選択し【はい/エン
ター】キーを押します。

3 特殊取扱いの選択画面が表示されます。【上へ/下へ】キーでスクロールする
とひとつずつ表示されるので、必要であれば【はい/エンター】キーで確定し、
必要なければ「０．ナシ」の画面で【はい/エンター】キーを押します。算出され
た郵便料金が画面に表示されます。

4 郵便物をメールデッキの奥まで差し込みます。郵便物がメールデッキに入ら
ない場合は、プリントラベルに印字します。印影の印字が完了すると、郵便物
を取り出すようにメッセージが表示されます。
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重量表示延長モード
重量表示延長モードを使用すると、郵便物を電子スケールから下ろした後でも料
金を算出できます。このモードは、画面が郵便物で隠れてしまう時などに使用しま
す。なお起動方法については「第６章マシンの設定」を参照してください。
このモードを使用した場合、
●重量がメモリに保存されると、画面に“ＷＨ”と表示されます。
●重量は郵便物を電子スケールから取り除いた後、１０秒間表示されます。
●１０秒経過する前に【はい/エンター】キーを押すと、さらに１０秒間表示が延長

されます。
●１０秒経過する前に【クリア/戻る】キーを押すと重量表示がクリアされます。

重量を手入力する
この方法は、次の場合に使用します。
●郵便物の重量がわかっていて、電子スケールを使用する必要がない場合
●郵便物の重量が、電子スケールの秤量（1.0kg）を超える場合

1 種別を設定します。

2 特殊取扱いの選択画面が表示されます。【上へ/下へ】キーでスクロールする
とひとつずつ表示されるので、必要であれば【はい/エンター】キーで確定し、
必要なければ「０．ナシ」の画面で【はい/エンター】キーを押します。

3【メニュー】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ジュウリョウニュウリョクモー
ドヲ　ツカイマスカ？」を選択して【はい/エンター】キーを押します。
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5「ジュウリョウヲ　ニュウリョク」と表示されるので、重量をグラム単位で入力し
【はい/エンター】キーを押すと算出された郵便料金が画面に表示されます。

6 郵便物をメールデッキの奥まで差し込みます。郵便物がメールデッキに入ら
ない場合は、プリントラベルに印字します。印影の印字が完了すると、郵便物
を取り出すようにメッセージが表示されます。
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ここでは、印影や広告などを印字する際の機能について説明
しています。

第４章
印字オプション

印字オプション 4-2
印影の自動日付更新機能 4-2

印影の日付を手動で変更する 4-2
印影の日付を元に戻す 4-3

広告を印影と一緒に印字する/印字しない 4-4
広告を追加購入する 4-4

日時だけを印字する（印影なし） 4-5
広告だけを印字する（印影なし） 4-6
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印字オプション
このマシンで郵便物を処理する場合、複数の印字オプションを設定できます。詳
細については下の表を参照してください。

  

印影の自動日付更新機能
このマシンは午前０時になると印影の日付を自動的に更新します。

印影の日付を手動で変更する
郵便物を翌日以降に発送する場合など、印影の日付を変更できます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ヒヅケ/ジコクヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インジスル　ヒヅケヲ　ヘン
コウシマスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

印字オプション 発送する郵便物に使用 受け取った郵便物に使用

通常の印影を印字する ○

印影に広告を追加する ○

日時だけを印字する（印影なし）  ○

広告だけを印字する（印影なし）  ○
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4【上へ】キーを押すと日付が１日ずつ進みます。印字する日付を選択して【はい
/エンター】キーを押します。「ヒヅケヲ　セッテイ」のメッセージが表示された
後、メイン画面に戻ります。

日付を変更する場合は次の点に注意してください。
印影の日付を変更しても、マシン本体が保持する日付は変更さ
れません。
変更した日付は、印字した後は現在の日付に戻してください。
印字する日付はマシン本体が保持する日付以前には変更でき
ないため、現在の日付より前の日付は印字できません。

印影の日付を元に戻す
下記の手順以外にも、一旦スリープモードに入ると元の日付に戻ります。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ヒヅケ/ジコクヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インジスル　ヒヅケヲ　ヘン
コウシマスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

4「キョウノヒヅケニ　モドシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

5「インジ　ヒヅケ：」で現在の日付が表示されるので【はい/エンター】キーを
押します。「ヒヅケヲ　セッテイ」のメッセージが表示された後、メイン画面に
戻ります。
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広告を印影と一緒に印字する/印字しない

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「コウコクヲ　ヘンコウシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。保存されている広告があればひと
つずつ表示されます。

広告を印字する　【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、印字する広告で
【はい/エンター】キーを押します。選択した広告を確認するメッセージが表示
された後、メイン画面に戻ります。

広告を印字しない　【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ナシ」で【は
い/エンター】キーを押します。確認メッセージが表示された後、メイン画面に戻
ります。

広告を追加購入する
広告を追加する場合は、弊社または販売店にご連絡ください。広告には『書留』

『配達記録』『謹賀新年』などの既製品以外にも、オリジナル広告の作成も承りま
す。購入した広告はIntelliLink™を通じてマシンにダウンロードできます。
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日時だけを印字する（印影なし）
受け取った郵便物や書類などに日時だけを印字することができます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インジスル　ナイヨウヲ　ヘ
ンコウシマスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、「ヒヅケト　ジコクノミ　イン
ジシマスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

4 画面に日時と「ヒヅケト　ジコクノミ　インジ」と表示されたら、封筒をメール
デッキの奥まで差し込みます。

5 日時だけの印字を終了して元に戻るには【クリア/戻る】キーを押します。「イン
エイノ　インジニ　モドリマスカ？（ハイ/イイエ）」で【はい/エンター】キーを
押すとメイン画面に戻ります。

15.APR.2006         13:30
ヒヅケト　ジコクノミ　インジ

15.APR.2006
13:30
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広告だけを印字する（印影なし）
この機能は、郵便物に広告だけを印字する時などに使います。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インジスル　ナイヨウヲ　ヘ
ンコウシマスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「コウコクノミ　インジシマス
カ?」で【はい/エンター】キーを押します。4-4で広告が設定されている場合
はそれが表示されます。設定していない場合は「コウコクガ　セッテイサレテ
イマセン　ハイ/エンターヲ　オシテクダサイ」と表示され、【はい/エンター】
キーを押すと広告選択画面になります。

4 広告名は一つずつ表示されます。【上へ/下へ】キーで広告を選択して【はい
/エンター】キーで確定すると、画面に広告名と「―コウコク　ノミ―」と表示
されます。

5 広告だけの印字を終了して元に戻るには【クリア/戻る】キーを押します。「イ
ンエイノ　インジニ　モドリマスカ？（ハイ/イイエ）」で【はい/エンター】キー
を押すとメイン画面に戻ります。

●広告の印字開始位置は印影と同じため、後から印影を印字する
ことはできません。

●印影の印字に戻した時、選択している広告も印影と一緒に印字
されます。印影のみ印字するには、広告を印字しない設定にして
ください。

Ad:Seasons Greetings
-コウコク　ノミ-
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ここでは、残額の補充をはじめとした、データセンターへの接
続に関して説明しています。

第5章
残額補充とデータセンターへの接続

マシンの金額情報 5-2
画面上で残額を確認する 5-2
メーターレポートを印刷する 5-2

マシンをアナログ電話回線に接続する 5-3
残額を補充する 5-4
データセンターに接続する 5-5
ダウンロード機能 5-5
マシンの点検 5-6
郵便料金表の更新 5-7
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マシンの金額情報
マシンの金額情報は内部メモリに保存されています。残額を補充するには、マシ
ンにアナログ電話回線を接続して残額補充メニューを選択すると、弊社データセ
ンターに接続して自動的に残額が補充されます。

画面上で残額を確認する

1【使用累計/残額】キーを押します。残額が画面に表示されます。

2【クリア/戻る】キーを押すとメイン画面に戻ります。

メーターレポートを印刷する
メーターレポートには使用累計額と残額が印刷されます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「メーターレポートヲ　インサ
ツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 画面の指示に従い、プリントラベルまたは封筒をメールデッキの奥まで挿入
します。

5 レポートが印刷されると「ホカノレポートヲ　センタクシマスカ？（ハイ/イイ
エ）」と表示されます。【いいえ】キーを押すとメイン画面に戻ります。
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マシンをアナログ電話回線に接続する
残額補充などでデータセンターに接続する場合は、マシンをアナログ電話回線
に接続してください。付属の電話線をマシンの背面にあるコネクタに差し込みます

（図参照）。

ここに電話線を差し込みます。
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残額を補充する
郵便料金の残額は、電話回線を使って簡単にマシンに補充できます。

1 マシンをアナログ電話回線に接続します（前節参照）。

2【使用累計/残額】キーを押します。残額が画面に表示されます。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ザンガクヲ　ホジュウシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 承認使用金額（リセット金額）が表示されるので【はい/エンター】キーを押し
ます。

5「リセットシマス:￥*****　　Ok？」と確認メッセージが表示されるので【はい
/エンター】キーを押します。

6 データセンターに接続します。残額補充プロセスの進行状態が画面に表示さ
れ、処理が完了すると残額補充が完了したことを示すメッセージが表示され
ます。

7【はい/エンター】キーを押します。画面の指示に従ってプリントラベルまたは
封筒をメールデッキの奥まで挿入するとリセットレポートが印刷され、終了し
たらメイン画面に戻ります。
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データセンターに接続する
データセンターに接続して、広告など購入した拡張機能をダウンロードできま
す。

1 アナログ電話回線に接続します。

2【メニュー】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ピツニーボウズニ　セツゾク
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 データセンターに接続した後、ダウンロードする機能がある場合には、その内
容が表示されます。ない場合には「コウシンスル　コウモクハ　アリマセン．ツ
ヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されるので【いいえ】キーを押します。

5 画面の指示に従ってダウンロードを開始します。ダウンロードの進行状態は
画面に表示されます。

6 ダウンロードが完了したら【はい/エンター】キーを押してメイン画面に戻りま
す。

ダウンロード機能
データセンターに接続して残額補充などを行った後、続けて次の処理を実行す
る場合があります。

●ソフトウェアアップデート
●ご購入いただいた広告やオプション機能などのダウンロード
●ご購入いただいた新しい郵便料金表のダウンロード
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マシンの点検
残額補充やバランス確認などで前回のデータセンターへの接続から166日が経
過すると、画面に「テンケンガ　ヒツヨウデス　イマ　セツゾクシマスカ？」と表
示されます。これはデータセンターによる点検で、お客さまのご利用状況を確認
するためのものです（郵便局による６ヶ月点検とは異なります）。

1「テンケンガ　ヒツヨウデス　イマ　セツゾクシマスカ？」と表示されたら、マ
シンを電話回線に接続して【はい/エンター】キーを押してください。自動的に
点検を開始します。

2 １．のメッセージ表示で【いいえ】キーを押すと、あとで点検することもできま
す。あとで点検する時は【使用累計/残額】キーを押して「ＰＢバランスカクニ
ン　カクニンシマスカ？」もしくは【メニュー】キーを押して「ピツニーボウズ
ニ　セツゾクシマスカ？」を選択すると、自動的に点検を開始します。完了する
と「テンケンガ　シュウリョウシマシタ」と表示され、次の点検が必要な日付も
表示されます。

3 上記のメッセージで点検をしなかった場合、さらに１４日経過すると「テンケ
ンガ　ヒツヨウデス．セツゾクシテ　ハイ/エンターヲ　オス」と表示されま
す。このメッセージが表示されたら、点検が終了するまでマシンを使用できま
せん。マシンを電話回線に接続して【はい/エンター】キーを押して点検をして
ください。
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郵便料金表の更新
日本郵政公社は郵便料金やサービス内容を変更することがあります。改定があっ
た場合は、IntelliLink™を利用して新しい郵便料金表やサービス内容を簡単にダ
ウンロードできます。
郵便料金の改定等で郵便料金表の変更が必要になる場合には、弊社または販売
代理店からご案内を差しあげます。内容に応じて新しい郵便料金表のソフトウェ
アをご購入ください。
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ここでは、マシンのカスタマイズ方法やセキュリティ機能につ
いて説明しています。

第６章
マシンの設定

マシンの時刻を変更する 6-2
画面のコントラストを設定する 6-3
プリセット機能を使用する 6-4

プリセットを設定する 6-5
プリセット機能のオン/オフ 6-6
プリセットを参照する 6-7
プリセットを呼び出す 6-7

小計金額/通数を表示、印刷、クリアする 6-8
小計金額/通数を表示する 6-8
小計金額/通数を印刷する 6-9
小計金額/通数をクリアする 6-10

ロック機能を使う 6-11
ロックコードを設定する 6-11

スリープモードの起動時間を設定する 6-13
手動でスリープモードにする 6-14
電子スケールを設定する 6-14

電子スケールをゼロにリセットする 6-14
重量表示延長モードのオン/オフ 6-15

高額料金警告額を設定する 6-16
低残額警告額を設定する 6-17
外線発信用番号を入力する 6-18
ダイヤル方式を選択する 6-19
画面に表示される言語を変更する 6-20
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6-2

マシンの時刻を変更する
マシンの内部時計を任意の時刻に変更できます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ヒヅケ/ジコクヲ　ヘンコウシ
マスカ?」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ジコクヲ　ヘンコウシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーで時間、分を変更します。「ジコクヲ　セッテイ」と確認メッ
セージが表示されてメイン画面に戻ります。

●時刻は表示された時刻より８時間進めることができますが、０
時を過ぎて日付が変わると元の日付に戻せません。

●変更した時刻は、電源をオフにしたりスリープモードにしても
元には戻りません。再度変更の手順に従って戻してください。
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画面のコントラストを設定する
画面のコントラストを調整します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーで画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ディスプレイノ　コントラスト
ヲ　チョウセイシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーか数字キーでコントラストを調整し、【はい/エンター】キー
を押します。

5「ツヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されたら【いいえ】キー、または【クリア
/戻る】キーを押すとメイン画面に戻ります。
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プリセット機能を使用する
プリセット機能を使って、頻繁に使用する郵便料金、種別、広告、部門などを１つ
にまとめてマシンに設定しておくと、スリープモードを解除した時や簡単なキー
操作でその設定を簡単に呼び出すことができます（１種類のみ）。

重要　
●保存したプリセットは、次の場合に表示されます。
・マシンに電源を入れたとき
・スリープモードから復帰したとき
・メニューから「プリセットニ　モドシマスカ」を選択したとき
●プリセットの設定は、高額料金警告額として設定した金額を

超える郵便料金も設定可能ですのでご注意ください。高額
料金警告は、高額の郵便料金を誤印字することを防ぐ機能
ですが、プリセットに設定するとこの警告が表示されません

（詳細については、この章の「高額料金警告額を設定する」
を参照してください）。

●郵便料金体系が変更された場合は、プリセットに設定した
郵便料金が新しい郵便料金体系と一致していることを確認
してください。
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プリセットを設定する（内容を変更する時は、この手順で再度設定します）

1 プリセットとして設定する内容（郵便料金や種別、部門、広告）を画面に表示
させます。

2【メニュー】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセットメニュー　シヨウ
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。プリセット機能がオフになっ
ているときは「プリセットキノウヲ　ツカイマスカ？」と表示されるので【はい
/エンター】キーを押します。

5【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「アタラシイ　プリセットヲ　
セッテイ？」で【はい/エンター】キーを押します。プリセット内容は、設定を保
存する前に確認できます。

プリセットを参照する：【はい/エンター】キーを押します。【上へ/下へ】キー
で画面をスクロールして郵便料金、種別、部門などの設定を確認した後【はい
/エンター】キーを押します。

プリセットを参照しない：【いいえ】キーを押すと次に進みます。

6「カクニン:　アタラシイ　プリセットヲ　セッテイシマスカ？」で【はい/エン
ター】キーを押します。「アタラシイ　プリセットヲ　セッテイシマシタ」続けて

「プリセットヲ　サンショウシマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されます。
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7 プリセットを参照する：【はい/エンター】キーを押します。参照した後【クリ
ア/戻る】キーを押すとメイン画面に戻ります。

プリセットを参照しない：【いいえ】キーを2回押すとメイン画面に戻ります。

プリセット機能のオン/オフ

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセットメニュー　シヨウ
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

プリセット機能をオンにする：「プリセットキノウヲ　ツカイマスカ？」で【は
い/エンター】キーを押すと「プリセット　オン」と表示されます。プリセットは
必要に応じて参照できますが、確認の必要がなければ【クリア/戻る】キーを２
回押してメイン画面に戻ります。

プリセット機能をオフにする：【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし
「プリセットメニュー　シヨウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。
【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセット　オフ？」で【はい
/エンター】キーを押すと「プリセット　オフ」と表示されます。「ツヅケマスカ？

（ハイ/イイエ）で【いいえ】キーを押すとメイン画面に戻ります。
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プリセットを参照する

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセットメニュー　シヨウ
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセットヲ　サンショウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

5【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし種別、郵便料金、部門などのプ
リセット内容を確認します。

6 確認したら、【クリア/戻る】キーを３回押して、メイン画面に戻ります。

プリセットを呼び出す
プリセットは、ボタンを押すだけで簡単に呼び出せます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリセットニ　モドシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3 プリセットに設定した画面が表示されます。
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小計金額/通数を表示、印刷、クリアする
このマシンは使用開始から使用金額と通数を積算しますが、それとは別に小計と
しての使用累計金額と通数を表示、印刷できます。小計をクリアするとその時点
から新たに金額と通数を積算します。
月または年ごとに集計する場合などに利用できます。

小計金額/通数を表示する

1【使用累計/残額】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、小計を画面に表示させます。
上の行に小計通数、下の行に小計金額が表示されます。

3【クリア/戻る】キーを押してメイン画面に戻ります。
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小計金額/通数を印刷する

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「メーターレポートヲ　インサ
ツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 封筒またはプリントラベルをメールデッキの奥まで挿入します。郵便料金の
使用累計額と処理通数、小計通数/金額などが印刷されます。

5 印刷が終了すると「ホカノ　レポートヲ　センタクシマスカ？」と表示されるの
で、【いいえ】キーを押してメイン画面に戻ります。
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小計金額/通数をクリアする

1【使用累計/残額】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ショウケイノ　キンガクト　
ツウスウヲ　クリアシマスカ？（ハイ/イイエ）」で【はい/エンター】キーを押し
ます。

3「カクニン　ショウケイキンガク/ツウスウヲ　クリアシマスカ？」と表示される
ので、もう一度【はい/エンター】キーを押します。小計がゼロにリセットされ、
その画面が表示されます。

4【クリア/戻る】キーを押してメイン画面に戻ります。

重要　小計をクリアするとデータを復元することはできませんの
で、必ず確認してからクリアしてください。
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ロック機能を使う
ロックコードの設定によりマシンの不正使用を防ぎます。ロック機能はマシンの
電源を入れた時、スリープモードを解除した時に起動し「アンロックコードヲ　
ニュウリョク：　」と表示します。ここでロックコード（パスワード）を入力すること
でマシンの使用が可能になります。

ロックコードを設定する（変更する時は、同様の手順で再度設定します）

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーで画面をスクロールし「ロックコードヲ　セットアップ　シ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「ロックコードヲ　セッテイシマスカ？(ハイ/イイエ)」で【はい/エンター】キー
を押します。

5 ４桁のロックコードを入力して【はい/エンター】キーを押します。ロックコード
は確認のため２回入力します（ロック機能を無効にするコードは「００００」で
す。ロック機能を使う場合は「００００」以外のコードを設定してください）。

6 スリープモード解除時にロックをかける/かけないの設定をします。「スリープ
モードカイジョノトキ　メーターロックノオン／オフ　キリカエ」で【はい/エ
ンター】キーを押すと、設定を確認するメッセージが表示されます。
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7「ツヅケマスカ？（ハイ／イイエ）」で【いいえ】キーを押すとメイン画面に戻り
ます。

「スリープモード　ロック：オフ」に設定しても、下記の場合には
ロックコードの入力が必要になります。
1ロック機能オンの状態で手動でスリープモードにする時。「シ

ステムヲ　ロックシテ　スリープモードニ　シマスカ？」と表
示され、【はい/エンター】キーを押さないとスリープモード
になりません。ここでスリープモードにした時には、復帰時に
ロックコードの入力が必要になります。

2 電源プラグを抜いた後で再度電源を入れて立ち上げた時。
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スリープモードの起動時間を設定する
電力消費を抑えるため、使用しない状態で一定時間が過ぎるとマシンはスリープ
モード（省電力モード）に入ります。スリープモードに入ると画面右下に時刻だけ
が表示され、郵便物は処理できなくなります。解除するには、操作パネル上のい
ずれかのボタンを押してください。
このスリープモードに入る時間を１分から２０分までの間に設定できます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「スリープモードノ　セッテイ
ヲ　ヘンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 数字キーで設定時間を分単位で入力して【はい/エンター】キーを押します。

5 設定内容を確認するメッセージに続いて「ツヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表
示されます。

6【いいえ】キーか【クリア/戻る】キーを押して、メイン画面に戻ります。
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手動でスリープモードにする
マシンは設定時間に関係なく、随時スリープモードにすることができます。

1【ロック】キーを押します。

2 すぐにスリープモードにするには、「スリープモードニ　シマスカ？」と確認メッ
セージが表示されたら【はい/エンター】キーを押します。

3 スリープモードを解除するには、操作パネル上のいずれかのボタンを押しま
す。ロック機能をオンに設定した場合には「アンロックコードヲ　ニュウリョ
ク」と表示されるのでロックコードを入力し【はい/エンター】キーを押します。

電子スケールを設定する
電子スケールの使用に際しては、下記の設定ができます。

電子スケールをゼロにリセットする
マシンの設置場所により、電子スケールが反応して重さを表示することがありま
す。この表示をゼロにリセットして、郵便料金を正確に算出します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「スケールノ　セッテイヲ　ゼ
ロニシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。重量が０ｇにリセットさ
れます。
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重量表示延長モードのオン/オフ
重量表示延長モードをオンにすると、郵便物を電子スケールから下ろした後でも
１０秒間その重量が画面に表示され、その間に種別を選択すると郵便料金を算出
できます。このモードは、画面が郵便物で隠れてしまう時などに使用します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ジュウリョウヒョウジ　エン
チョウヲ　キリカエマスカ？（ハイ/イイエ）」で【はい/エンター】キーを押しま
す。

4 画面の指示に従って、重量表示延長モードをオンまたはオフに設定します。
「セッテイ　オン（オフ）　ニシテ　ヒョウジヲ　エンチョウスル」で【はい/エ
ンター】キーを押すたびに設定が切り替わります。

5「ジュウリョウヒョウジ　エンチョウヲ　スル（シナイ）」と表示された後、メイ
ン画面に戻ります。
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高額料金警告額を設定する
郵便料金を手入力する際、設定した金額を超えると警告を表示するように設定
できます。この機能を使用すると、誤って高額料金を印字するのを防ぐことができ
ます（初期設定では￥1,000に設定されています）。ただし、この警告機能は種別
を選択して算出した料金では表示されません。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「コウガクリョウキン　ケイコ
クガクヲ　ヘンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 金額を入力して【はい/エンター】キーを押すと確認メッセージに続いて「ツヅ
ケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されます。

5【いいえ】キーあるいは【クリア/戻る】キーでメイン画面に戻ります。
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低残額警告額を設定する
マシンの残額が設定した金額になった時に警告を表示するように設定できます。
低残額警告機能は残額不足を防止するためのもので、初期設定では￥10,000
に設定されています。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「テイザンガク　ケイコクガク
ヲ　ヘンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 金額を入力して【はい/エンター】キーを押します。確認メッセージに続いて
「ツヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されます。

5【いいえ】キーあるいは【クリア/戻る】キーでメイン画面に戻ります。
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外線発信用番号を入力する
マシンを弊社データセンターに接続する際の電話番号に外線発信用番号を設定
できます。外線をかける際、発信先電話番号の前に番号が必要な場合にはこの設
定を行ってください。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セツゾクノ　セッテイヲ　ヘ
ンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ガイセンハッシンヨウ　バン
ゴウヲ　ヘンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

5 外線発信用番号を入力して【はい/エンター】キーを押すと、確認メッセージ
に続いて「ツヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されます。

6【いいえ】キーあるいは【クリア/戻る】キーでメイン画面に戻ります。
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ダイヤル方式（トーンまたはパルス）を選択する
マシンを弊社データセンターに接続する際、ダイヤル方式にトーン（プッシュ回
線）またはパルス（ダイヤル回線）を選択できます。初期設定ではトーンに設定さ
れています。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セットアップヲ　ヘンコウシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「セツゾクノ　セッテイヲ　ヘ
ンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「トーン/パルス　ヲ　ヘンコ
ウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

5 現在選択されているダイヤル方式が表示されるので、変更する場合は【上へ
/下へ】キーでトーンまたはパルスを選択して【はい/エンター】キーを押しま
す。確認メッセージに続いて「ツヅケマスカ？（ハイ/イイエ）」と表示されます。

6【いいえ】キーあるいは【クリア/戻る】キーでメイン画面に戻ります。

接続の設定に関する注意
「セツゾクノ　セッテイヲ　ヘンコウシマスカ？」に続くメニュー
には、誤って変更または消去するとデータセンターに接続でき
なくなる項目があります。上記に関するメニュー以外は、弊社
からの指示がない限り変更しないでください。
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画面に表示される言語を変更する
画面に表示されるメニューや種別を英語表示に変更できます。表示は下記の手
順で交互に日本語（カタカナ）/英語に切り替えることができます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ヘンコウ：English？」で【はい
/エンター】キーを押します。

3「Change to Japanese？」と表示が英語に切り替わります。【クリア/戻る】
キーを押すとメイン画面に戻ります。
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ここでは、インクカートリッジやプリントヘッドのメンテナンス
などプリンター機能に関して説明しています。

第７章
インクのメンテナンス（プリンター機能）

インク残量の警告 7-2
インクカートリッジの交換 7-3
テストパターンの印刷 7-6
プリンタノズルのクリーニング 7-7
プリントヘッドの交換 7-8
インクトレイの交換 7-10



7

イ
ン
ク
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

7-2

インク残量の警告
インクの使用量はマシンを使用する頻度、広告の有無、設置場所の環境条件など
によって変わります。
インクが少なくなった時、完全になくなった時には警告を表示します。

「インクガ　スクナクナッテイマス」と表示され、オレンジ色のランプが点灯した場
合は、インクカートリッジを早めに交換してください。予備のカートリッジがお手元
にない場合はご注文ください。注文方法については、「第１１章 消耗品とオプショ
ン」を参照してください。

重要　「インクガ　スクナクナッテイマス」と表示されたらインク
カートリッジの在庫をご確認ください。予備のインクカー
トリッジは常にご用意ください。

「インクガ　アリマセン．コウカンシテクダサイ」と表示され、オレンジ色のランプが
点滅した場合は、インクカートリッジを直ちに交換してください。インクがなくなる
と、印影を印字できなくなります。
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インクカートリッジの交換

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターキノウヲ　ツカイ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インクカートリッジヲ　コウ
カンシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「インクヲ　セットシテ　ハイ／エンターヲ　オ
シテクダサイ」と表示されたらトップカバーを開
けます。

5 インクカートリッジ上部には緑色のラッチ（カー
トリッジ押さえ）がついています。鍵のアイコンが
ついているくぼみ（右図矢印）を押すと「カチッ」
と音がしてラッチが上がります。

6 古いカートリッジを手前に傾けてから取り出し
ます。取り出したカートリッジは自治体の指示に
従って処分してください。

ラッチ
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7 新しいインクカートリッジをパッケージから取り
出して、保護テープをはがします。

8 新しいインクカートリッジをプリントヘッドに
斜めに差し込み、次に垂直にしてセットします。
このとき、ラベルが貼られていない面を向こう側

（マシン側）にセットしてください。

9 ラッチのアイコンのない方のくぼみ（右図矢印）を
「カチッ」という音がするまで押します。

10 トップカバーを閉じ、【はい/エンター】キーを
押します。
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11「ジュウヨウ：インクヲ　トリツケマシタカ？」と表示され、【はい/エンター】
キーを押すとプリントヘッドの初期化が始まります。初期化が完了するまで
２～３分かかります。

12 初期化が完了すると「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」と
表示されます。封筒またはプリントラベルをメールデッキ奥まで挿入し、テ
ストパターンを印刷して印刷の品質を確認します。

13「セイジョウニ　インジサレテ　イマスカ？」と表示されます。印刷が鮮明で
あれば【はい/エンター】キーを押してメイン画面に戻ります。不鮮明な場合
は次節「テストパターンの印刷」の手順５に進みます。
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テストパターンの印刷
印刷テストを実行して、印刷の品質を確認します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターキノウヲ　ツカイ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「テストパターンヲ　インサツ
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 封筒またはプリントラベルをメールデッキ奥まで挿入します。印刷後「フウト
ウヲ　トッテクダサイ」と表示されたら取り出します。

5「セイジョウニ　インジサレテ　イマスカ？」と表示されます。印刷が鮮明で
あれば【はい/エンター】キーを押してメイン画面に戻ります。不鮮明な場合は

【いいえ】キーを押すとプリンタノズルをクリーニングしたあと手順４．に戻り
ます。

正しく印刷された例

正しく印刷されなかった例
（パターンの線が欠けています）
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プリンタノズルのクリーニング
プリンタノズルのクリーニングにより、インクの目詰まりやヘッドの乾燥による問
題を解消します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターキノウヲ　ツカイ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターノズルヲ　クリー
ニングシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「ショリチュウデス　オマチクダサイ」と表示され、クリーニングを開始します。

5 クリーニングが終了すると「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」
と表示されるので、封筒またはプリントラベルをメールデッキ奥まで挿入しま
す。

6 印刷後「セイジョウニ　インジサレテ　イマスカ？」と表示されます。印刷が鮮
明であれば【はい/エンター】キーを押してメイン画面に戻ります。不鮮明な場
合は【いいえ】キーを押すとプリンタノズルをクリーニングしたあと手順５．に
戻ります。
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プリントヘッドの交換

重要　通常はカートリッジのみ交換してください。
　　　カートリッジを交換しても印刷が不鮮明な場合には、弊社

コールセンターまたは販売店にお問い合わせください。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターキノウヲ　ツカイ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「アタラシイ　プリントヘッド
ヲ　トリツケマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「プリントヘッドヲ　セットシテ　ハイ／エンターヲ　オシテクダサイ」と表示
されたらトップカバーを開けます。

5 プリントヘッドについている説明書に従ってプリントヘッドを交換します。

6「ジュウヨウ：ヘッド／インクヲ　トリツケマシタカ？」で再度【はい/エン
ター】キーを押すとプリントヘッドの初期化が始まります。初期化が完了する
まで２～３分かかります。

7「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」と表示されたら封筒または
プリントラベルをメールデッキ奥まで挿入してテストパターンを印刷し、印刷
の品質を確認します。
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8「セイジョウニ　インジサレテ　イマスカ？」と表示されます。印刷が鮮明で
あれば【はい/エンター】キーを押してメイン画面に戻ります。不鮮明な場合は

【いいえ】キーを押すとプリンタノズルをクリーニングしたあと手順７．に戻り
ます。
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インクトレイの交換

重要　インクトレイを交換する際は、必ず新しいインクトレイを
お手元にご用意の上、手順通りに行ってください。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「プリンターキノウヲ　ツカイ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「インクトレイヲ　コウカンシ
マスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 インクトレイについている説明書の指示に従って古いインクトレイを取り出
し、新しいインクトレイを装着して【はい/エンター】キーを押します。

5「インクトレイ　コウカンヨウコードヲ　ニュウリョク」と表示されたら「・・５７」
（【シフト】キー → 【シフト】キー → 【５】 → 【７】）と押して【はい/エンター】
キーを押します。

6「アタラシイ　インクトレイヲ　トリツケマスカ？（ハイ／イイエ）」と表示され
たら【はい/エンター】キーを押します。

7「インクトレイヲ　コウカンシマシタ」と確認メッセージが表示され、メイン画
面に戻ります。
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ここでは、さまざまなレポートの機能について説明しています。

第8章
レポート

レポート 8-2
メーターレポート 8-2
リセット履歴レポート 8-3
部門集計レポート 8-4
ソフトウェアバージョンレポート 8-5
ソフトウェアのバージョン情報の参照 8-6
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レポート
郵便料金の使用累計額、残額補充の履歴、部門集計などの重要なデータを表示
して印刷できます。レポートは封筒またはプリントラベルなどに印刷します。

メーターレポート
メーターレポートにはマシンの使用累計額、残額、通数累計、小計などが印刷され
ます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「メーターレポートヲ　インサ
ツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」で封筒またはプリントラベ
ルをメールデッキ奥まで挿入します。

5 レポートが印刷されると、「ホカノレポートヲ　センタクシマスカ？」と表示さ
れます。【いいえ】キーを押すとメイン画面に、【はい/エンター】キーを押すと
レポートメニューに戻ります。
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リセット履歴レポート
リセット履歴レポートには、最近５件の残額補充の履歴が印刷されます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「リセットノ　リレキヲ　イン
サツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」で封筒またはプリントラベ
ルをメールデッキ奥まで挿入します。

5 レポートが印刷されると、「ホカノレポートヲ　センタクシマスカ？」と表示さ
れます。【いいえ】キーを押すとメイン画面に、【はい/エンター】キーを押すと
レポートメニューに戻ります。
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部門集計レポート
部門集計機能を使用すると、部門ごとの集計を印刷できます。このレポートは集計
機能をオンにしている時のみ印字できます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンレポートヲ　インサツ
シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 全部門または各部門の集計レポートを選択して【はい/エンター】キーを押し
ます。

「ゼンブモンノ　シュウケイレポートヲ　インサツシマスカ？」
設定している全ての部門の部門番号、使用通数/金額を印刷します。部門数
によっては複数枚印刷されます。

「カクブモンノ　シュウケイレポートヲ　インサツシマスカ？」
設定している部門が１つずつ表示されます。【上へ/下へ】キーで画面をスク
ロールし、印刷したい部門で【はい/エンター】キーを押します。選択した部門
の部門名、部門番号、使用通数/金額を印刷します。

5 レポートが印刷された後「ホカノブモンノ　レポートヲ　インサツシマスカ？」
と表示されます。印刷する場合は【はい/エンター】キーを押してから部門を
選択します。印刷しない場合は【クリア/戻る】キーを押すとメイン画面に戻り
ます。



8-5

8

レ
ポ
ー
ト

ソフトウェアバージョンレポート
マシンに搭載しているソフトウェアのバージョン情報の一覧を印刷します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ソフトウェアノ　バージョン
ヲ　インサツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4「フウトウ／ラベルヲ　ソウニュウ　シテクダサイ」で封筒またはプリントラベ
ルをメールデッキ奥まで挿入します。

5 レポートが印刷された後、「ホカノレポートヲ　センタクシマスカ？」と表示さ
れます。【いいえ】キーを押すとメイン画面に、【はい/エンター】キーを押すと
レポートメニューに戻ります。
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ソフトウェアのバージョン情報の参照
ソフトウェアバージョン情報の一覧を画面に表示します。このレポートは印刷でき
ません。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「レポートヲ　センタクシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ソフトウェアノ　バージョン
ヲ　サンショウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 画面をスクロールしてバージョン情報を参照します。

5【クリア/戻る】キーを押すと「ツヅケマスカ？」と表示されます。【はい/エン
ター】キーを押すと「レポートヲ　センタクシマスカ？」と表示されてレポート
メニューに戻り、【いいえ】キーを押すとメイン画面に戻ります。
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ここでは、部門集計の機能と操作方法について説明しています。

第９章
部門集計機能

部門集計機能 9-2
部門集計機能のオン/オフ 9-2
部門を作成する 9-3
部門を選択/変更する 9-4
部門内容を編集する 9-5
部門集計内容を表示する 9-6
部門集計レポートを印刷する 9-7
部門の集計内容をクリアする 9-8
部門を削除する 9-9



9

部
門
集
計
機
能

9-2

部門集計機能
部門集計機能を利用すると、社員や部門ごとに郵便経費を集計することができま
す（10部門まで）。この機能により下記の情報を管理できます。

●部門名（英数字で最大１４文字）
●部門番号
●使用通数：前回クリアしてから各部門で処理した郵便物の通数です。
●使用金額：前回クリアしてから各部門で処理した郵便物の金額です。
●部門のパスワード

部門集計機能のオン/オフ
部門集計機能をオンにした場合は、部門を選択しないと印影の印字ができません。

【メニュー】キーを押します。
部門集計機能を使う：「シュウケイキノウヲ　オン　ニシマスカ？」で【はい
/エンター】キーを押します。部門集計機能を初めて使用する場合は、続いて
部門を作成してください。

部門集計機能を使わない：画面をスクロールして「ブモンシュウケイキノウ
ヲ　ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。【上へ/下へ】キーを
押して「シュウケイキノウヲ　オフ　ニシマスカ？」で【はい/エンター】キーを
押します。「ブモンシュウケイキノウヲ　オフ　ニシマシタ」と確認メッセージ
が表示されメイン画面に戻ります。

部門集計機能をオフにした場合、部門を設定していても金額
や通数が部門ごとに集計されず、部門集計レポートにも反映さ
れません。
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部門を作成する
部門集計機能を使用して郵便料金を集計するには、最初に部門を作成してくだ
さい。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します（集計機能がオフになっ
ている場合には「シュウケイキノウヲ　オン　ニシマスカ？」と表示されるので

【はい/エンター】キーを押します）。

3【上へ/下へ】キーで画面をスクロールし「ブモンヲ　サクセイシマスカ？」で
【はい/エンター】キーを押します。

4「ブモンメイ　ニュウリョク」と表示されたら部門名を入力します。部門名は英
数字で最大１４文字まで入力できます。英字を入力するには、入力したい英
字が表示されるまで該当する数字キーを押します。キーを押して１秒経過す
るとカーソルは自動的に右に１文字ずれます。英文字の最初は大文字で表示
され、それ以降は【シフト】キーを押すごとに、大文字と小文字が切り替わりま
す。

5 必要に応じて、４桁のパスワードを部門に設定します。

6「ブモンヲ　サクセイシマシタ．ホカニモ　サクセイシマシカ？」と表示されま
す。続ける場合は【はい/エンター】キーを押すと手順４．に戻ります。終了す
るには【いいえ】キーを押し、「ツヅケマスカ？（ハイ／イイエ）で再度【いいえ】
キーを押すとメイン画面に戻ります。



9

部
門
集
計
機
能

9-4

部門を選択/変更する
この手順は、部門がすでに登録されていて部門集計機能がオンのときに行いま
す。

1【メニュー】キーを押します。

2「ブモンヲ　ヘンコウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。登録さ
れている部門が表示されます。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、使用したい部門で【はい/エ
ンター】キーを押します（パスワードを設定している場合は、次にパスワード
を入力して【はい/エンター】キーを押します）。確認メッセージが表示されて
メイン画面に戻ります。
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部門内容を編集する
部門名やパスワードを編集します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンナイヨウヲ　ヘンシュ
ウシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、編集する部門を選択して【は
い/エンター】キーを押します（パスワードを設定した場合は、次にパスワード
を入力して【はい/エンター】キーを押します）。

　 部門の設定に応じて、次の操作ができます。

「ブモンメイヲ　ヘンコウシマスカ？」：部門名を変更します。
「ブモンパスワードヲ　セッテイシマスカ？」（パスワードが未設定の場合）：
４桁のパスワードを設定します。

「ブモンパスワードヲ　ヘンコウシマスカ？」（パスワードが設定してある場
合）：部門パスワードを変更します。

「ブモンパスワードヲ　サクジョシマスカ？」（パスワードが設定してある場
合）：部門パスワードを削除します。

5 終了後は画面の指示に従って、他の部門を編集するかメイン画面に戻りま
す。
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部門集計内容を表示する
各部門の集計内容を表示します。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「カクブモンノ　ツウスウト　
キンガクヲ　ヒョウジシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールすると、各部門の使用通数/金額
がひとつずつ表示されます。

5【はい/エンター】キーを押すと、メイン画面に戻ります。
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部門集計レポートを印刷する
部門ごとの集計レポートを印刷します。部門内容をクリアしたり、部門を削除す
る前にはこのレポートを印刷することをおすすめします。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「シュウケイレポートヲ　イン
サツシマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 全部門または各部門の集計レポートを選択して印刷します。

「ゼンブモンノ　シュウケイレポートヲ　インサツシマスカ？」：設定してい
る全ての部門の部門番号、使用通数、使用金額を印刷します。部門の数に
よっては複数にわたって印刷されます。

「カクブモンノ　シュウケイレポートヲ　インサツシマスカ？」：【上へ/下
へ】キーを押して画面をスクロールし、印刷したい部門が表示されたら【はい
/エンター】キーを押します。選択した部門の部門名、部門番号、使用通数と
使用金額を印字します。

5 レポートが印刷された後、レポートメニューに戻ります。【クリア/戻る】キーを
押すとメイン画面に戻ります。
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部門の集計内容をクリアする
月末や会計年度末など、必要に応じて郵便料金の使用累計額と累計通数をクリ
アします。

重要　集計内容をクリアしてよいか確認してください。いちどクリ
アしたデータは復元できません。クリアする前には部門集
計レポートを印刷することをおすすめします。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「キンガクト　ツウスウノ　
シュウケイヲ　ゼロクリア　シマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4 すべての部門またはクリアする部門を選択して【はい/エンター】キーを押しま
す。

「シュウケイヲ　クリアシマスカ？」：全部門の集計内容をクリアします。

「カクブモンナイヨウヲ　クリアシマスカ？」：【上へ/下へ】キーを押して画
面をスクロールし、クリアしたい部門で【はい/エンター】キーを押します。パス
ワードを設定した場合は、次にパスワードを入力して【はい/エンター】キーを
押します。

5 画面の指示に従って他の部門をクリアするか【いいえ】キーを押してメイン画
面に戻ります。
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部門を削除する
設定した部門を削除します。

重要　部門を削除してよいか確認してください。いちど削除した
部門およびそのデータは復元できません。部門を削除す
る前には部門集計レポートを印刷することをおすすめし
ます。

1【メニュー】キーを押します。

2【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンシュウケイキノウヲ　
ツカイマスカ？」で【はい/エンター】キーを押します。

3【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし「ブモンヲ　サクジョシマス
カ？」で【はい/エンター】キーを押します。

4【上へ/下へ】キーを押して画面をスクロールし、削除する部門を選択して【は
い/エンター】キーを押します（パスワードを設定した場合は、次にパスワード
を入力して【はい/エンター】キーを押します）。

5 確認画面で選択した部門を削除することを確認し【はい/エンター】キーを押
します。

6 画面の指示に従って、別の部門を削除するか【いいえ】キーを押してメイン画
面に戻ります。
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ここでは、マシンを使用中に起きた障害や、エラーメッセージ
について説明しています。

第10章
トラブルシューティング

お問い合わせの前に 10-2
エラーメッセージ 10-2
画面に何も表示されない 10-3
印刷が不鮮明である 10-4
画面の文字が読みにくい 10-4
データセンターに接続できない 10-4
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お問い合わせの前に
マシンに伴う問題を解決したり、詳細な動作について調べたりするには、まずこ
の章を参照してください。多くの問題はこのトラブルシューティングで解決できま
す。
弊社にお問い合わせいただく前に、次の情報をあらかじめ確認してください。
●モデル名：Ｋ７００
●メーター番号：マシンの背面に記載されています。（PB81×××××）
●問題の症状：どのようなトラブルがいつ発生しましたか？　マシンにはどのよう

なエラーメッセージが表示されていますか？
●どのような対策を講じましたか？　結果はどうでしたか？

エラーメッセージ
状況に応じて警告やエラーメッセージを表示します。エラーメッセージは、トラブ
ルが発生したこと、およびそのトラブルを解決する必要があることをお知らせし
ます。

メッセージ

「デンワセンヲ セツゾクシ
テ ハイ/エンターヲ オシ
テクダサイ」

「オウトウガ アリマセン」
「ダイヤルトーンガ アリマ
セン」

「キャリアガ ミツカリマセ
ン」

「セツゾクガ セツダンサレ
マシタ」

「ログイン デキマセン」

内容
電話線がきちんと接続され
ていないか、ダイヤル方式
が違っています。データセン
ターには接続されていませ
ん。

データセンターに接続され
ましたが、処理が完了する
前に接続が切れました。

対処方法
モジュラージャックの接続を確認
してください。また、外線発信用番
号やトーン/パルスの設定を確認
してください。

【クリア/戻る】キーを押します。数
分待ってから、接続しなおします。
それでも問題が解消しない場合
は、弊社コールセンターまたは販
売店に連絡してください。
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「1103」、「2215」のように、メッセージのないエラーが発生した場合は【クリア
/戻る】キーを押します。5秒たっても症状が改善されない場合は、電源プラグを抜
きます。さらに15秒たってから電源プラグを再び差し込み再起動します。
それでも問題が解決しない場合は、弊社コールセンターまたは販売店に連絡して
ください。

画面に何も表示されない
●スリープモードに入っています。いずれかのキーを押すと復帰します。

●電源ケーブルはマシンとコンセントにきちんと挿入されていますか？ケーブルを
スイッチ式コンセントに挿入していないか確認してください。

●電源ケーブルを外し、１５秒たってから再び挿入してください。

メッセージ
「テンケンガ ヒツヨウデ
ス．イマ セツゾクシマス
カ？」

「テンケンガ ヒツヨウデ
ス．セツゾクシテ ハイ/エ
ンターヲオス」

「ザンガクガ フソクシテイ
マス」

「リセットキンガクガ タカ
スギマス」

内容
前回の残額補充またはバランス
確認から166日経過すると、この
メッセージが表示されます。

上記の表示から14日経過しても
残額補充やバランス確認を行わ
なかった場合に表示されます。こ
こで点検をしないと郵便料金が
印刷できなくなります。

マシンの残額が不足しています。

入力した金額が承認使用金額を
超えています。

対処方法
14日以内に、残額補充かバ
ランス確認を行ってくださ
い。

直ちに残額補充かバランス
確認を行ってください。

残額を補充してください。 

  
【クリア/戻る】キーを押し、
承認使用金額を入力します。
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印刷が不鮮明である
●プリンタノズルをクリーニングしてください。手順は『第７章　インクのメンテナ

ンス』を参照してください。

画面の文字が読みにくい
●液晶画面のコントラストを調整してください。手順は『第６章　マシンの設定』を

参照してください

データセンターに接続できない
●適切な電話回線がマシンに接続されていますか？マシンがアナログ電話回線に

接続されていることを確認してください。

●マシンの設定は適切ですか？『第６章 マシンの設定」を参照して下記の設定を
確認してください。
・使用している電話は外線発信用番号を設定していますか？その場合にはマシ

ンの外線発信用番号の設定を確認してください。
・ダイヤル方式を適切に設定していますか？使用している電話機のダイヤル方式
（トーンまたはパルス）とマシンの設定が合っているか確認してください。
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ここでは、マシンの消耗品やオプションについて説明しています。

第11章
消耗品（サプライ）とオプション

消耗品（サプライ） 11-2
オプション 11-2
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消耗品（サプライ）
※品番や仕様は予告なく変更することがあります

インクカートリッジ：赤（特殊蛍光インク） 品番：797-0
プリントラベル：4面×100枚/袋 品番：J-011N
プリントラベル（広告用）：2面×100枚/袋 品番：J-012

オプション
お客様がニーズに合わせてマシンをカスタマイズできるように、下記のオプショ
ンを用意しております。

●広告
広告を使用すると、洗練された印影を印字して販促活動などに活用できます。

「書留」「配達記録」「謹賀新年」など既成のもの以外にも、ロゴマークやキャッ
チフレーズ、お客様へのメッセージなど、オリジナル広告も承ります。広告は最大
１５種類までダウンロードしてマシンに保存できます。

●電子スケール用延長コード
延長コードを使用すると、電子スケールとマシンの距離を最大1.2mまで離すこ
とができ、作業がしやすくなります。
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テキスト入力が必要な場合
部門集計機能を使用する場合、部門の名前を設定する際にはアルファベットと数
字が使用できます。テキストの入力については下記の通りです。

テキストの入力方法
●アルファベットは、携帯電話の文字入力と同じように数字キーを使います。2～9

の数字キーには、３または４種類の文字が割り当てられています。

●英字モードと数字モードを切り換える専用キーはありません。1つの数字キー
を押すたびに表示される文字が替わります。たとえば、数字キー2を押すと、

「2　→　A　→　B　→　C」の順に文字が表示されます。

●【シフト】キーを押して画面右側に「↑」が表示されると大文字を入力できます。
もう一度【シフト】キーを押すと小文字に切り替わります。

　文字の入力を間違えたときには、【クリア/戻る】キーを押すごとに一文字ずつ消
えます。

●スペースは0（ゼロ）キーを2回押します。

付録A
テキストについて
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部門名
●部門名を入力した場合、先頭の文字は自動的に大文字に変換されます。

●英文字を入力する際、「DE」「HI」など同一キーを連続して押す場合は、１文
字入力した後、カーソル（点滅するアンダーバー）が右に移動するまで約１秒ほ
ど待ってから次の文字を入力してください。

特殊文字
特殊文字は数値キーの「1」を押していくと表示されます。特殊文字は下記の通り
です。

 記号 文字名
 ， コンマ
 ＊ アスタリスク
 ． ピリオド
 ： コロン
 ＄ ドル記号
 € ユーロ記号
 ￡ ポンド記号
 ― マイナス記号（ダッシュ）
 ？ 疑問符
 ／ スラッシュ
 ＼ バックスラッシュ
 （ 左かっこ

 記号 文字名
 ） 右かっこ
 ！ 感嘆符
 ＠ アットマーク
 ＋ プラス記号
 ＃ シャープ記号
  ^ キャレット
 ＝ 等号
 ＆ アンパサンド
 ％ パーセント記号
 ＿ アンダーバー
 “ 引用符
 ‘ アポストロフィ
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印影 切手の代わりになるスタンプです。これには下記の情報が含
まれています。

 ●印字した日付
 ●郵便料金計器の登録番号
 ●郵便料金額

部門・部門名 部門集計機能を使うときの集計をとるためのグループです。人
事部・営業部などの部門ごとや使用者ごとに登録できます。各
部門には数字とアルファベットを使って名前をつけます。１０
部門を登録でき、部門集計機能を使用した場合に使用通数と
使用金額を積算します。

広告 広告は印影の左横に印字されます。標準またはオーダーメイ
ドの広告の中から印字する広告を選択できます。オーダーメ
イドの広告はオプションとしてご購入ください。

初期設定 マシン出荷時にあらかじめ登録されている値や設定です。多く
の設定内容は必要に応じて変更できます。

マシンの点検 お客さまが定期的にデータセンターと接続していることを確
認するために行います。１６６日以上残額補充またはバランス
確認を行わないと画面に「テンケンガヒツヨウデス」と表示さ
れ、それよりさらに１４日経過すると「テンケンシテクダサイ」
と表示され、点検が必要になります。

 詳細については、「第５章 残額補充とデータセンターへの接
続」を参照してください。

IntelliLink™ IntelliLink™テクノロジーは、ネットワークを介して、モデム
リセットによる残額補充、郵便料金表のダウンロード、ソフト
ウェアのアップデートを行うシステムです。

ロックコード・アンロックコード ４桁のコードをパスワードとして使用し、マシンの不正使用を
防ぎます。

付録B
用語集
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メイン画面 郵便料金、重さ、種別と日付が表示されている画面で、この状
態で印影を印字できます。設定や選択が完了して【はい/エン
ター】キーを押した時やマシンを立ち上げた時には直前の郵
便料金と種別が表示され、【クリア/戻る】キーで画面を戻した
時には￥０と表示されます。

内蔵モデム アナログ回線を接続し、弊社データセンターに接続します。

プリセット プリセットとは、あらかじめ郵便料金、部門、広告、種別/特殊
取扱いなどを一つのジョブとして保存したものです。プリセッ
トはボタンを押すだけで簡単に呼び出せます。

スリープモード マシンの省電力機能です。一定時間が過ぎると画面には時刻
のみ表示されます。解除してマシンを使うためには、いずれか
のキーを押します。

プリントラベル 郵便料金を印刷する粘着ラベルです。プリントラベルはマシン
で直接印字できない厚手の郵便物や小包などに貼付します。

残額 画面で確認、または印刷した時点での使用可能な金額です。

承認使用金額 郵便局に登録している、１回あたりの補充可能金額です。

アカウントNo. マシンの固有識別番号です。

メーターNo. マシンのシリアル番号です。

使用累計（額） マシン使用開始時から、現在までの累計金額です。

通数累計 マシン使用開始時から、現在までの累計通数です。

装置総合計 使用累計額と残額を足した金額です。

小計通数 前回小計通数をクリアしてから、現在までの累計通数です。

小計金額 前回小計通数をクリアしてから、現在までの累計金額です。
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